
国立大学のキャンパス整備について

整備内容 総面積：860万㎡ 所要経費：約１兆500億円

保有する施設を最大限に有効活用するため
○従来の改修サイクルを長寿命化のライフサイクルへ転換
○「戦略的リノベーション」による老朽改善で機能向上と長寿命化を図る

【老朽改善整備】 約785万㎡（大規模 225万㎡ 性能維持 560万㎡）

（多様な財源を含む）

【ライフライン更新】事故の未然防止・災害時の継続性の確保
配管・配線：約1,900km 設備機器：約1,800台

【新増築整備】新たな教育研究ニーズへの対応 約30万㎡
【附属病院整備】先端・地域医療の拠点を計画的に整備 約45万㎡

実施方針 国立大学等の施設整備は「未来への投資」であり、文部科学省と国立大学法人等が連携し多様な財源を確保しつつ取組を推進

▶施設整備の方向性 キャンパス全体をイノベーション・コモンズ（共創拠点）へ
産業界との共創 教育研究の機能強化 地方公共団体との共創

他大学や企業等との
オープン・ラボ

構内道路を活用した実証実験
出典：https://www.kyushu-u.ac.jp

/ja/topics/view/1152

地域への公開講座地元企業との交流会学生同士のアクティブ・
ラーニング

ICTによる
コミュニケーション

国際寮における
日常的な国際交流

国立大学等施設の現状と課題

安全面

機能面

経営面

 老朽化による
事故発生が頻発

 スペース不足、
教育研究機能の低下

 エネルギーロスや事故・故障
対応による財政負担の増大

配管の腐食

外壁の落下の危険

計画的な施設整備を行うため、
約1,500億円が必要

施設整備費補助金の予算額の推移
昭和４０年代～５０年代に整備した膨大な施設の更新時期が到来し、安全面、機能面、
経営面で大きな課題が発生

第５次国立大学法人等施設整備５か年計画（令和3～7年度）（令和3年３月 文部科学大臣決定）

減価償却額
：約1,190億円

過密な研究室
（機能低下と事故）

【R3年度予算】
当初： 363億円
補正： 646億円
合計：1,009億円

【R4年度予算】
当初： 363億円
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地域産業振興

イノベーション・コモンズ（共創拠点）の実現に向けて まとめの方向性

地域・社会貢献

地域社会との繋がりの役割を
担う施設を整備

隣接した別グループのものづく
りや共同研究を可視化
（コモンスタジオ）

学生同士、地域との交流が誘発される
スペース（R‐AGORA）

地域との結節点

主要道路

各大学の特色・強みを発揮させ、社会変革を牽引する取組の強化につなげる

「国立大学法人等の施設整備の推進に関する調査研究協力者会議」（主査：西尾章治郎 大阪大学総長）において、共創拠点の実現
に向けた今後の推進方策について検討。令和４年夏頃に最終報告を取りまとめる予定。
国民に支えられる国立大学等のキャンパスは「国家的な資産」であり地域の貴重な「公共財」。学生や教職員だけではなく
地域や産業界などの社会の様々なステークホルダーと共に最大限活用して、新たな価値等を生み出す「共創拠点」を目指す。

イノベーション・コモンズの実現に向けて、
○イノベーションを「社会的に意義のある新しい価値を創造し、社会的変化をもたらすこと」として捉えることが必要
○キャンパス全体で産学連携・地域連携やアクティブ・ラーニングの場等、様々なステークホルダーが交流・対話し共創する場を展開
○「共創」のコンセプトに基づく全学的・組織的な活動を踏まえ、キャンパス全体の再構築や個々の施設整備を推進

・｢アジアのゲートウェ
イ｣｢都市共創｣｢地域・
社会連携｣がコンセプト
・学生の交流や地域に開
かれたキャンパスで地
域住民との交流が活発

・“街と一体となった
キャンパスをつくる
“構想の下、分野横断
的な教育研究を展開
・地元企業等と共同研
究を行う環境を整備し、
地域産業振興・活性化

・次世代地域社会を牽
引する人材育成のため
「地学一体」による教
育を展開
・関係者が集うプラッ
トフォームを設立し、
地域課題を議論

教育・人材育成最先端のｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出

オープンラボ
・研究室

一般実験室
・設備室

GaNに特化した
クリーンルーム

設備室

産業界専用
ラボスペース

(C-TECs)
(C-TEFs)

最先端研究と産学官連携を繋ぐ
一気通貫の場

・異分野の研究者の交流
等、双方向コミュニ
ケーションを意識した
共創的空間を整備
・世界をリードするイノ
ベーション創出を推進

大学キャンパスと市の施設、
駅前広場等を一体的に整備

キャンパス内道路を活用した
自動運転の実証実験を実施

実証実験の場 世界と地域を結ぶ結節点

・地元自治体や企業と
Society5.0やスマートシ
ティの実現に関する包
括連携協定を締結
・キャンパスを活用し自
治体・企業等と実証実
験を推進

・世界と大学、市民を結
ぶキャンパスを目指し、
地域の国際化に貢献
・市立図書館を大学と共
同利用し、資産を有効
活用
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○ 国の予算のより一層の確保・充実
○ イノベーション・コモンズの実現に資する施設整備
への重点的な支援

○ ソフト面とハード面の一体となった取組への支援
○ 施設整備の企画段階からの一貫した支援の展開

○ ソフト・ハード一体の取組、施設整備の着実な推進
○ 各主体のリソースの最大活用、協力関係の構築

○ 共創活動の可視化、共創拠点の実質化と情報発信

○ 都市計画制度の枠組みの最大活用等

≪取組のポイント≫
○大学のビジョン等に「共創」を位置づけ、キャンパ
スマスタープランを策定するなど、ソフト・ハード
一体となった取組を実施

○施設整備の企画段階から、多様な関係者を巻き込み、
ハード面・ソフト面の創意工夫

○活動の可視化、交流の誘発などに配慮した施設整備
○各主体における財政負担や体制整備等の対応

≪具体的イメージ≫
〇学生や研究者の交流・議論を活性化するため
オープンでフレキシブルな空間確保

〇キャンパスを実証実験の場として活用
〇大学活動に地域住民が参加できる空間整備
〇交流空間など多文化共生ができる場の整備
〇キャンパス内外の資産の有効活用

⇒ビジョン等に基づき、キャンパス全体に交流・対話
し共創を行う場を整備

イノベーション・コモンズ実現のための取組のポイントと具体的なイメージ

国が取り組むべき方策

国立大学等が取り組むべき方策

○ 現行制度・運用や新たな整備手法等の発信
○ KPIの設定とフォローアップ
○ 共創拠点化の成果の可視化、情報発信の強化
○ 全国組織を含むステークホルダーへの働きかけ、
大学等の取組の掘り起こし・伴走支援

○ キャンパスを都市計画等に位置づけた検討
○ ビジョン・目標の共有と役割・強みの明確化
○ 高等教育を所管する部局等の設置（地方公共団体）
○ 地域プラットフォームや産学連携事業等の活用

地方公共団体・産業界への期待
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